
酵素法を用いているため、特異性に優れています。

測定範囲　0.02～ 50mg/dL

L CRE-K

キット
構成

包装
単位

冷暗所　2～ 10℃で保存貯法

製造後 1年間有効期間
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血清、血漿または尿中のクレアチニン測定用試薬
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N-アッセイ ニットーボーl cre-k
［測定原理］
第一反応として、検体中に存在するクレアチンはクレアチナーゼ、ザルコシンオキシダーゼ、カタラーゼの作用で水
と酸素に分解処理されます。次に第二反応として、検体中のクレアチニン（CRE）はクレアチニナーゼの作用でクレ
アチンとなり、ついでクレアチナーゼによってザルコシンを生じ､さらにザルコシンオキシダーゼによって過酸化水素
を生じます。生成した過酸化水素は、パーオキシダーゼ（POD）存在下でN-エチル-N-(２-ヒドロキシ-3-スルホプ
ロピル)-m-トルイジンナトリウム（TOOS）と4-アミノアンチピリンを酸化縮合させます。生成した縮合体（キノン
色素）を比色することにより、クレアチニン量を求めます。
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『日立7180形自動分析装置にて測定』

『日本電子JCA-BM8040形自動分析装置にて測定』
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酵素法を用いているため、特異性に優れています。

測定範囲　0.02～ 50mg/dL
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冷暗所　2～ 10℃で保存貯法
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N-エチル-N-(2-ヒドロキシ-3-スルホプロピル)-m-トルイジンナトリウム（TOOS）、
クレアチナーゼ、ザルコシンオキシダーゼ

血清、血漿または尿中のクレアチニン測定用試薬
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製造販売元：
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